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1　は　じ　め　に

ナシの人工交配は，限られた期間に集中的に実施しなけ

ればならず，最近は労力確保が難しくなってきている。そ

のため，省力を目的とした人工交配機が開発され，生産現

場で使用される事例が見られる。人工交配機はミスト方式

と羽毛方式の二方式が開発されており，前者では使用花粉

量が羽毛棒による受粉より5～6倍必要とし，また，結実

が不安定であることなど，実用上の問蓮点が指摘されてい

る。後者は．ミスト方式よりも効果が安定しており．ナシ

を中心に導入されているが，効果の高い使用方法等につい

ては確立されていない。そこで．ナシにおける羽毛式交配

機の効率的な操作方法について検討した。

2　試　験　方　法

供試機種：羽毛式人工交配機（ミツワ社製SK－3）

吐出花粉量は，本機付属の吐出量目盛により調節した。

目盛が大きいほど吐出花粉量は多く，メーカー資料では1

時間当たりの吐出畠は目盛1で83cc，目盛2で100cc，目

盛4で133ccである。なお，目盛り0の吐出量は測定して

いないが，花粉が吐出されていることを確認している。

（11試験1　交配作業時間調査（1996年）

1）供試樹

福島県果樹試験場内29年生　■幸水，3樹。

2）調査方法

樹の樹冠面積差による作業時間の違いを避けるため．同

一の3樹を用い，羽毛棒交配（作業者4名）と人工交配機

（作業者1名）の作業時間を計測し，1人当たりの作業時

間を比較した。

（2）試験2　使用花粉量試験（1997年）

1）供試樹

福島県果樹試験場内30年生　▲幸水，6樹。

2）調査方法

人工交配機の目盛1．目盛2，及び羽毛棒受粉を対照と

して各3樹ずつ交配し，交配前後の花粉休債から花粉使用

量を測定した。なお，調査はほぼ同じ樹冠面積の樹を供試

した。

（3）試験3　花粉使用量・操作法の差異による結実，収

穫果品質調査（1996年）

1）供試樹

福島県果樹試験場内16年生‘幸水’7樹。

2）試験区

a．最適花粉吐出量試験

目盛0，2，4の3処理区を設定し，操作方法はなで回

し法で実施した。対照として羽毛棒受粉区（慣行法），無

受粉区を設定した。

b．操作法試験

目盛を1に固定し，操作法をなで回し法と振り回し法の

2処理区とした。

供試樹は，‘幸水16年生の単植ほ場で，一般的な栽培

条件下で調査を実施した。交配は開花率50％（5月1日）

と開花率80％（5月3日）の2回交配した。供試花粉は1

回呂は当年産のl松島＝豊水’と前年貯蔵した‘長十郎，

を前日に混合精製し，石松子を発芽率に応じ体積比で2倍

増員混合した。2回目は当年産の‘長十郎●　の精製花粉を

体積比で5倍増量混合した。なお，精製花粉の発芽率は，

1回目が53．1％，2回Hが73．1％であった。

表1　試験区

調査項目　　処　理　法
目　盛　0　　操作法はなで回し法

吐出量　　　　　　2　　　　　′′
4

操　　作
なで回し　　吐出畠は目盛1に固定
振り回し

慣　　行　　羽毛棒受粉
対　　照　　無　受　粉

注．なで回し法：羽毛回転が雌しべを一回りするくらい

の早さで，ノズルを「の」の字を書くように交配。
振り回し法：結果枝に沿って左右に往復しながら早
く，大きく振り回しながら交配。

3）調査方法

各区，開花前（4月25日）に60花叢をラベルし，花叢内

の開花数を調査した。満開後19日にラベルした果叢内の結

実数，結実した果叢数，3果以上結実した果叢数を，予備

摘果終了後の満開後33日に幼果果形を．収穫時に縦横径，

果垂，異形をそれぞれ調査した。

3　試験結果及び考察

（1）作業時間調査

交配に要する1人に当たりの作業時間を比較した結果，
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人工交配機は，羽毛棒受粉に比べ3分の1程度の作業時間

であり，大幅な省力化が図られた。

表2　交配方法別の作業時間（1人当たり）

3樹当たり10a当たり　作業時間比較
交配捜（なで回し法）　　29′　35〝　317′　20〝　　36．9％

羽毛棒受粉120′　08〝　8　54′　20〝　100．0％

（2）花粉使用量調査

花粉の使用量は．慣行区に比べ目盛1の場合は約1．3倍，

目盛2の場合は約2．1倍であった。

表3　ボリュームスイッチ目盛ごとの花粉使用量

3樹当たり　10a当たり　　羽毛棒
（mg）　　　（mの　　　受粉対比

目　盛　2　　　70．0　　　　466．7　　　　2．10
目　盛　1　　　44．0　　　　293．3　　　　1．29

羽毛棒受粉　　　34．0　　　　226．7

（3）吐出量，操作法調査

1）結実率

花粉吐出皇調査では，果叢内の結実率．結実した果叢率，

3果以上結実した果叢率とも，目盛0と2がほぼ同程度で

あり．目盛4は両区より劣った。目盛を1に固定した操作

方法調査では，果叢内の結実率，3果以上結実した果叢率

で，なで回し法が振り回し法より優ったが，結実した果叢

結実率は両区とも同程度であった。なお．いずれの結実率

とも，羽毛棒受粉区が最も高く，無受粉区が最も劣った。

目盛0，2及び目盛1のなで回し区では，果叢内の結実

率は40％以上，3果以上結実した果叢率は75％以上あり．

慣行区よりやや劣るものの，摘果時に果実を選別できる範

囲であり，実用上問題がないと考えられた。

表4　吐出出，操作法と結実率（5月22日調査）

調査　処理
果叢内結実墨　　結実果叢数　3果以上
（果叢当たり）　　　　　　　　結実果叢数
着花数桔実数結実率花叢数　結実　結実率果叢致結実率

（％）　　　果菜（％）　　（％）

吐出見　　0　　8．6　3，8　43．7　60　59　98．3　48　80．0

2　　8，4　3．6　42，7　60　　58　96．7　47　78．3

4　　8．3　2．7　32，5　60　　51　85．0　27　45．0

操作　なで　8．3　3．5　42，1　60　52　86．7　46　76．7

振り　8．6　2．6　30．2　60　53　88．3　34　56．7

慣行　羽毛　8．5　4．5　52．5　60　60100．0　54　90．0
対照　無受　8．7　1．8　20．6　60　39　65．016　26．7

2）収穫巣の果垂・果形

果垂は．慣行区が最も大きかった。花粉吐出通調査では，

目盛4，2，0の順に，操作方法調査では振り回し，なで

回しの順に大きかった。なお，吐出星調査の目盛0，2，

4．操作方法調査のなで回し法と振り回し法ともに慣行区

や対照区より果垂が小さかったが，その分布ははば同一階

級内であり実用上問題ないものと考えられた。また，羽毛

棒受粉区以外では，果重が大きい処理区はど果垂のバラツ

辛が大きくなる傾向であった。

整形果（果形の整った果実）割合は羽毛棒授粉区より目

盛2は高く，また，なで回し区は同程度であった。それ以

外の区では，整形果割合が低く，特に目盛4と振り回し区

は無授粉区より劣った。果径比は，全区ともほぼ同程度で

あった。

なお，目盛4は花粉吐出量が多いにもかかわらず，結実

率，収穫実の整形果率が劣ったが，花粉吐出にむらがある

のではないかと推察され，効果が不安定であったと考えら

れた。

蓑5　収穫巣の果垂及び異形分布

果　垂　　　　　　標準偏差
調査　　　処理　　　　　　異形比　果　垂　果形比

（g）　　　　　（g）

0　　　359．1　0．79　　68．8　0．038

吐出星　　　2　　　364．0　　0．80　　75．8　0．040
4　　　380．7　　0．79　　83．1　0．038

操　　作
なで回し　365．8　　0．80　　64．3　0．037
振り回し　382．9　　0．80　　88．8　0．034

慣　　行　羽毛受粉　401．1　0．79　　73．6　0．038
対　　照　無受粉　383．5　　0．79　104．7　0．049
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図1　収穫累の果形分布

4　ま　と　め

結実率，収穫果実の品質等から総合的に判断し，本人丁

交配機の効果的な使用基準は．吐出墨目盛を1－2に設定

したなで回し法による受粉であった。なお，使用花粉は発

芽率が劣る場合には虫が多くなるので，できるだけ発芽率

が良好な花粉を使用する必要がある。また，10a当たりの

花粉採取時間を含めた交配作業時間は，目盛2の使用では，

花粉を5倍希釈で使用した場合は，羽毛棒に比べ5分の2，

2倍の場合で2分の1程度であり，作業の省力化が可能で

あることが明らかとなった。

裏6　花粉採取時間を含めた交配作業時間

花　粉　希　釈　倍　数　　　5倍　　　　　2倍
人工交配機（目盛2）
羽　毛　棒　受　粉
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注．10a，1人当たりの作業時間。
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